
                                                                          

                                               

 

 

 

 

令和５年度公立・私立高校入試日程  

令和５年度（２０２３年度）北海道立高等学校入学者選抜学力検査日等についてお知らせしま

す。すでに公立高校の入試日程は北海道教育委員会より発表されていますが、私立高校の入試日

程（A日程とＢ日程）と合わせて掲載します。入試日程を意識して学習計画を立て実行し、入試

当日に十分に実力が発揮できることを期待しています。 

公立高校の推薦入学・自己推薦入学面接は、令和５年（２０２３年）２月１０日（金）に実施、

一般入試は令和５年（２０２３年）３月２日（木）に学力検査が行われ、令和５年（２０２３年）

３月１７日（金）に合格発表が行われます。また、追検査は令和５年（２０２３年）３月１４日

（火）に実施される予定です。なお、願書受け付けや出願変更など受検日程の詳細は後ほど（９

月～１０月頃）発表になります。 

また、私立高校の入試日程は３月にすでに

発表になっています。Ａ日程が令和５年（２

０２３年）２月１４日（火）～１５日（水）

で３６校、Ｂ日程が令和５年（２０２３年）

２月１７日（金）～１８日（土）で１０校と

なっています。下記に道内の私立高校の入試

日程一覧を載せましたので、確認してくださ

い。なお、藤女子と北嶺は中高一貫で高校か

らは募集しません。なお、札幌聖心女子学院

高等学校は、令和５年度より募集停止になり

ました。 

 ※入試日程が２日間の学校は、一般的に２日目に面接を実施する場合が多いです。 

Ａ  日  程 Ｂ日程 

２月１４日 ２月1４、1５日 ２月１７日 ２月１７、１８日 

北海学園札幌 

北海道科学大学 

札 幌 大 谷 

札 幌 静 修 

札 幌 北 斗 

札 幌 光 星 

札 幌 山 の 手 

札 幌 新 陽 

東海大学付属 

札 幌 創 成 

札 幌 日 大 

函 大 有 斗 

函 大 柏 稜 

遺 愛 女 子 

函 白 百 合 

函 大 谷 

清 尚 

函 大 妻 

函 ラ ・ サ ー ル 

苫 小 牧 中 央 

駒 大 苫 小 牧 

北 海 道 栄 

旭 大 高 

旭 実 

旭 龍 谷 

旭 藤 

旭 明 成 

北 見 藤 

武 修 館 

北 照 

小 樽 明 峰 

海 星 

稚 内 大 谷 

帯 広 大 谷 

白 樺 

帯 広 北 

北 海      

北 星 附 属    

立 命 館 慶 祥 

札 幌 第 一 

札 幌 龍 谷 

とわの森三愛 

 

    

 

 

 

北 星 女 子    

文 教 大 附 属  

小 樽 双 葉 

大 谷 室 蘭 
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札幌市立柏中学校 

第 3 学年 進路だより 

２０２２．６．３０ 第９号 



 

 

以前の進路だよりで公立高校の特色について載せました。今回は私立高校について載せたいと

思います。私立高校の大きな特徴の一つは、男子校・女子校（札幌市内で受験できる男子校はあ

りません。女子校も北星女子のみです）があり、男女別学の高校があるということです。（最近

は多くの学校が男女共学になったり、高校名を変更したり、コースなどの変更等がかなりありま

した）伝統と個性にあふれた多くの高校から、自分にあった学校を選び出すことは、なかなか大

変なことです。多くの学校では、生徒や保護者向けに体験入学や学校説明会を実施していますの

で、高校の特色などを知るためにも是非参加してみてください。  

また、道内私立校は十数年前の入試より、「複数入試」を実施し、道内の高校は２校受験が可

能となりました。なお、道外については受験日程が異なれば、どこの私立高校でも受験可能です。 

保護者の方々が受験した頃は、公立高校を第１希望として万一の場合にと、私立高校を受験す

る場合が多かったと思いますが、近年は私立高校の特色を考えて、私立高校のみを受験する単願

受験にしたり、公立高校を受験しても第１希望の私立高校へ進学するというケースが増える傾向

にあります。しかし、やはり私立というと、経費（修学支援があるため授業料がかからない場合

もあります）がかかって困るという声も聞きます。その心情もよく理解できますが、私立の良さ

も見直されてきているのです。毎年多数の生徒が私立高校へ進学しますが、はじめは不満そうに

していても、しばらくすると私立に進学して良かったという生徒が増えるのも事実です。公立高

校を第１希望にしている生徒が多いですが、 

特色のある私立を選び、自分の能力を存分に発揮するのも立派な選択です。 

 

①特色ある教育 

公立高校との一番の違いは、高校ごとにいろいろな考え方の教育を行っていることにあります。

建学の精神、教育目標などに表れていることがら以外にも、スポーツや芸術、語学教育に力を入

れていたり、生活面でのしっかりとした指導を大切にする学校もあります。さまざまな資格の取

得を目指した特別の授業を行っている場合もあります。 

 

②さまざまな科やコース制 

普通科以外の学科を設置している高校もありますが、ほとんどが普通科です。その中にいくつ

かのコース分けがされています。例えば国公立大学進学を目指すコースや私立大学進学を目指す

コースなどです。（特別進学・総合・文理・進学など・・・同じコース名称でも高校によって内

容が異なる場合がありますので注意してください） 

 

③大学への進学 

 系列の大学への推薦入学の制度がある学校も多く、その際入学金が減額になるなどの措置があ

る場合もあります。ただし、その学校に入れば誰でも自動的に大学に進めるというものではなく、

高校在学中の成績が一定基準以上必要です。 

 

※④奨学生制度や特待生制度、⑤受験の仕方、⑥合否判定については、次回の進路だ

よりに掲載します。 

 


